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    午前９時 30分 開会 

 

○委員長（池田忠史君） 

おはようございます。 

先週土曜日ちょっと東地区の方では雪が

ちらちらとしまして、急に寒くなってまい

りました。 

またインフルエンザもですね、ちょっと

流行が早いっていうか、流行ってきて、小

学校もなんか学級閉鎖になっておりますし、

皆さんちょっと体調の方はお気をつけいた

だきますよう、よろしくお願いいたします。 

では座らせていただきます。 

ただいまの出席委員は６名であります。 

定足数に達しておりますので、第７回交

通特別委員会を開会いたします。 

委員会の開会に当たりまして町長から挨

拶がございます。 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

はい。皆さんおはようございます。 

本日はお忙しい中ご参集をいただきまし

て誠にありがとうございます。 

12 月議会の最終日にですね、私、町政懇

談会を回らせていただいてますということ

でお話させていただきましたけれども、昨

日、２時から東ときわ台自治会、それから

６時から光風台自治会が終わりましてです

ね、全部終わったというようなことになっ

てございますが、14 自治会回らせていただ

いて、テーマはですね、地域公共交通とそ

れから空き家と移住対策というようなこと

も含めて入らせていただきましたけどもや

はり地域公共交通、将来に向けてのですね

移動手段、これを非常に皆さんご心配なさ

っておられるということが、改めてわかっ

てまいりまして、我々ですね豊能町のこの

規模、それから財政力も含めてですね、俯

瞰的に考えてどういうふうにですね、地域

の皆さんの移動手段を確保していくのかと

いうことを改めて頑張っていかなきゃなら

ないと思ってございます。思う次第でござ

いますので、引き続き議員の皆様にもお力

添えいただきますようによろしくお願い申

し上げます。 

さて本日のですね、交通特別委員会では

ですね、協議いただきます項目については

SideBooks に載せてございます。 

しっかりとですね、議論をさせていただ

けたらと思っておりますので、簡単ではご

ざいますが、開会に当たりましてのご挨拶

とさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

ありがとうございました。 

それではこれより本日の会議を開きます。 

本日の協議事項は、お手元に配付のとお

りです。 

まず１．ＡＩオンデマンド交通実証実験

（３回目）についてです。 

先日 12日に閉会となりました 12月定例会

議におきまして、町から来年３月の１ヶ月

間の実証実験を行いたいとの説明があり、

関係予算が可決されました。 

もうＡＩを使って３回目の実験をするこ

とが認められましたので、今回この委員会

では、今後の実装に向けて、実りある実験

とするために、どのように運行したらいい

のか、前向きに意見を言っていただき、協

議できればと思っておりますので、よろし

くお願いします。 

事業概要につきましては、12 月定例会議

で説明いただいておりますので、早速、委

員の方からご意見をいただきたいと思いま

す。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

おはようございます。管野です。 
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前回の実証実験終わったあとの議員から

の要望かな。スーパーとかに、ハニタスが

乗れるような予約を助けて欲しいという意

見が出ていると思うんですけれど、その辺

りは、やっていただけるんでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

おはようございます。総合政策課、山内

です。 

前回の実験のときのご意見ちょっと私、

把握できてないんですけれども、今回１ヶ

月間するのに、ゆるりんさんの方で、とき

わ台の商店街のところで、案内所というか

予約ところを設けますので、こちらの方で

対応できるようにしたいと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

買い物をして、帰り何時かわからないか

ら行きだけ予約しているという人もいると

思うんですね、帰りにサービスカウンター

とかで予約を手助けするようなことはやっ

ていただけませんか。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

そうですね今委員のご要望といいますか、

前回からのご要望ということではございま

すが、先ほどちょっと課長の方も説明をさ

せていただきましたように、ゆるりんさん、

通常の予約を取るだけではなくてですね、

予約の仕方なんかも同時に説明できるよう

な対応はさせていただこうとしております。 

その中で可能な限りですね、もしできま

したら、そちらの買い物をされたお買い物

されるところでですね、こちらの電話の予

約を取るところの方に案内していただける

ようなそちらの方に繋げていただけるよう

なことは、少しちょっと考えていきたいと

思います。 

○委員長（池田忠史君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

お願いします。 

それで、公共施設はもちろんのこと、よ

く行かれるところといえば公民館、西公民

館と図書館、それからシートスというとこ

ろもお願いできますか。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

はい。総務部、浅海です。 

もとより公共施設ですので、そういった

ところも運行の予約については、こちらの

方へ行ってくださいというようなアナウン

スをしてもらうように努めたいと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

すいません、これ、東ときわ台は行けま

すけど、あとほかのスーパーとかだったら、

それはどんな感じになるんですかね。 

ゆるりんさんに案内するっていうのはあ

くまでもそこでやってはるところに誘導す

るだけですよねってなると、ほかコープさ

んとカナートさんはありますけど、その場

合は。 

はい、浅海総務理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

そうですね今委員長おっしゃるようにち

ょっと遠方、距離がありますのでそこはそ

のようにスムーズにいかないのかなと思い

ますが、ちょっと何か、どういった手立て

ができるか、ということをちょっと考えて

みたいと思います。 

○委員長（池田忠史君） 
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はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

才脇です。 

アンケートとりましたよね。 

アンケートの中でどういうことがあった

かちょっと今ここで公表できますか。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

以前議会の方にも５年度の実証結果とい

うところでご報告させていただいてたかと

思うんですけれども、ハニタスの年齢から

性別、あと家族構成とか、あと運転免許証

持ってますか持ってませんかとか、あとハ

ニタス幾らなら利用しますかというところ

が具体的になっていくんですけれども、一

番多かったのが 200 円っていうところが

27％の方がご回答いただいてまして、その

あと 100 円っていうところが 21％っていう

ような幾らなら利用しますかという結果が

出ております。 

あとハニタス本格導入された場合どれぐ

らいの頻度で利用されますかっていうとこ

ろにつきましては、週の２から３回が 21％、

月の２から３回が 19％、週の１回ぐらいが

14％っていうような結果が出ております。 

あとハニタスについて具体的にご意見あ

ればっていうところで、アンケート結果記

入いただくところあるんですけれども、こ

ちらの方については、運行範囲を広げて欲

しいでありますとか、運行時間を長くして

欲しい、あと予約者の家まで来て欲しい、

あと値段を安くして欲しいなどの意見がご

ざいました。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇議員。 

○委員（才脇明美君） 

運行範囲を広げて欲しいというに対して

の何か回答ありますか。それぞれに対して

の回答はありますか。 

○委員長（池田忠史君） 

山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

今回のアンケートにつきましては、３回

目の実証実験というところもありまして、

概要説明のところでもご説明させていただ

きました。 

前回と変わったところというのは運行業

者とあと月の運行実験の期間等になってお

ります。 

幾らなら利用しますかというところにつ

きましては 200円というところが一番ご意見

多かったんですけれども、今回路線バスの

料金よりもちょっと高くというところで、

300 円というような設定をさせていただいて

おります。 

あと運行範囲につきましても、ミーティ

ングポイントのところが前回の実験と同じ

ところというところで、コストをちょっと

安くというか、上げるようなところもあり

まして、運行範囲を広げないで同じような

ミーティングポイントで実証実験させてい

ただこうと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、才脇議員。 

○委員（才脇明美君） 

今頃言ってあれなんですけどアンケート

ってどういう意味の、アンケート調査って

どういう意味なんでしょうか。 

今話聞いてたら浅海理事はね、今から考

えますみたいなことですけど、これアンケ

ート調査とって何ヶ月経ってまた３月にす

るってなったら、進展するとか、ちょっと

考えていくとかなかったんでしょうか。 
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ミーティングポイント増やしたりしたら

お金はかかるかもわかりませんけど、では、

どういうふうに拡大したらいいかとかは追

及はできなかったんでしょうかね。追跡は

できなかったんでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

こういったそれぞれの個別のアンケート

の回答に対して全てなかなかこう対応する

と、いうことはなかなか難しかったのかな

とは思っております。 

ただ一定ですね、運行範囲を広げて欲し

いというご意見に対しましては、一つこれ

は予算的なことにもなるんですが事業費的

なところにもなるんですが、システムが前

回のシステムがありますので、そこのポイ

ントを変更するといったことにつきまして

もそれが費用がかかってくるといったこと

はまず１点ございます。 

その中で３回目の実証運行ということで

ですね、前回と比較して、できるだけこれ

を同じ条件でやった場合にですね、もし、

これが実装に繋げられるかどうかというと

ころは、慎重に見極める必要があるという

ことで、あんまり前回と条件がどんどん変

わっていくとですね、なかなか比較しにく

い部分もあるのかなというふうには考えて

おります。 

ですから実装ができるのかどうか、そこ

に繋げられるぐらいのことなのかどうかと

いうところの見極めも同時に大切かなとい

うふうに考えております。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

私が言いたいのはね、前回、私の計算で

は一日平均乗車数 23.452 人なんですよね。

26 人とおっしゃってはりますけど。 

そして、これ走行した回数は約 20 回、こ

れ１台１回走るのに１人という計算なんで

すよ。それでその１人、これアンケート調

査したのは乗った人の調査ですよね。乗っ

た人の調査なんですよ、確か。 

それで私一般質問でも言ってると思うん

ですよ。乗った人に何をアンケート調査し

てるのと言った覚えがあるんですけどね。

この１人でも追跡できなかったのかと言い

たいんですよ。１人でも置き去りにしない、

そういう考えでしょ、高齢者になって、こ

のシステムは、交通、ＡＩオンデマンドシ

ステムは。この１人の人の声でも追跡でき

なかったのかと言いたいんですよ。 

今浅海理事は、個別のアンケートは云々

かんぬんと言いはりましたけどね。 

それが大事やと思うんですけどね。 

わかります言うてる意味。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

委員のご指摘はわかっているつもりです。 

誰一人取り残さないという中でですね、

こういった交通も、このＡＩオンデマンド

の交通もですね、そういったスローガンで

基本的には当然考えております。 

ですからどなたでも乗れるといったとこ

ろで、そういったところでは、誰一人取り

残さないということはございます。 

ただそのこととですね、アンケートをと

った中で、お一人、これは実際の運行範囲

を広げて欲しいと言ったお声はですね、こ

れはご意見として自由記入のところでいた

だいたものでございます。 

ここをですねちょっとこういったご意見

があったの、この人数がちょっと今、何人

いらっしゃったかというところはちょっと
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今、ちょっと把握ができておりませんが、

その方のご意見を全て通すというのは、こ

こは少しお一人お一人を大切にするという

ところと当然ながら事業費、それから当然

費用対効果ということもございますので、

一定制限されるものかなというふうには思

ってございます。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

少しでもアンケート調査に対して反映で

きたのかと私は言いたいですよ。 

変わってないじゃないですか。変わった

んは３台から１台になっただけ。ミーティ

ングポイントも変わってない。 

そこ、それを私は言いたいんです。 

聞きたいんです。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

小寺です。 

今ね、電車が走ってると。それから路線

バスが走ってると。それからタクシーも走

ってると。お出かけ君が走ってると。福祉

タクシー、これも走ってると。 

この狭い中で、こんだけ走ってですよ。 

棲み分けができるのかね。できなかった

ら、こんなん、採算合えへんところから順

次撤退していくという、可能性があるとい

うことは認識されてるんですかね。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

そうですね今委員のおっしゃった、いろ

んな交通モードがあると。それがですねな

かなか今現在、特にバス事業者さん、それ

からタクシーの事業者さん、それぞれ収支

改善の取り組みをですね、随分進めてこら

れてるという中にありましては、できるだ

けそれぞれの事業者さんは、無駄なところ

を何とかそこを改善していこうというお考

えになるのはこれは企業としては当然かな

と思っております。 

ですから、そこの棲み分けと申しますか、

できる限りそこが重複しないようなことは

当然必要かなというふうに考えております。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

一番お金がかかる経費がかかるっていう

のは、一体どこがどこに一番お金がかかる

んですかねこの今実験してはる中で。一番

かかる経費。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海でございます。 

１つは今回このＡＩオンデマンドハニタ

スを運行させる際にはですね、この予約の

システムを活用しております。そのシステ

ムに事業費がかかるというのはこれは当然

です。 

これはただ利便性を追求するとできる限

りですね、予約がスムーズに行えるといっ

たところ、そこはそれがそのことでですね、

人件費をも抑えられるというメリットもあ

るのかなと思っております。 

そのほかにですね、まだこの運行につい

ては、ドライバーの方の人件費、それから

豊能町の場合は、随分スマホでの予約をさ

れてる方非常に多うございました。ただや

っぱり一定電話の方もいらっしゃいますの

で、コールセンターの方も設置しておりま

すので、コールセンターの方の人件費なん

かもかかってくるということがあるのかな

と思っております。 

○委員長（池田忠史君） 
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はい、小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

多分、もう１回やってしまうと、人件費

これがネックになるんじゃないのかなあと

思うんですけど、こんだけ走っててですね

いろんなもんが走ってて、どれも、我々が

ね鹿児島で行って聞いてきたのは、便利に

してしまうとタクシーが撤退する、それい

いんですかって、それまずいでしょうと。 

路線バスが撤退すると。次々に引き金を

引くことになるからね。 

それ、なんていうかなどこにその実現を

するねメリットがあるのがはっきりと押さ

えとかんとあかんと思うんですけどね。 

どうですか。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

そうですね、確かにそのとおりかなと思

います。 

なかなか地域公共交通ですね、これまで

の長い歴史の中でそれぞれ鉄道、それから

バス、タクシーと。それから町でやってま

すのは市町村の福祉有償運送ということで

おでかけくんもやっているというところで

ですね、おでかけくんの運行に際してもで

すね、それは、交通事業者の運営をですね、

圧迫しないような形でということで一定、

料金なんかの制限も受けております。 

そういったところからですね、あんまり

やりすぎるとやっぱり撤退とか、撤退とま

でいかなくてもですね、減便とか、そうい

ったことが発生してくるのかなと思ってお

りますので、非常にここはバランスといい

ますか、交通事業者との調整というのは非

常に厳しいところが求められるのかなとい

うふうに考えております。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

今、運行に対して質問しなきゃいけない

ですよね。 

前回は割引券、様子を見て、乗車が少な

かったから、割引券も発行された追加で。

今回はされないのかということと、それか

らもうハニタスっていうのは、一般住民に

周知されているのか、そういう認識で認識

のうえで運行されるんですか。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

前回のようなですね、割引券というのは

今のところ考えておりません。 

それともう１つ、そのハニタスの認知度

ですけれども、ここは、正直ちょっと把握

しきれておりません。いろいろ地域の方か

らですね、次ハニタスいつ走んのとか、そ

れからあれハニタスどうなったのとか、い

うお声を聞いたりしますので、そういった

ところでは、ハニタスの認知度というのは、

１回目・２回目やったということもありま

して、上がってきてるのかなと。 

それから一定やっぱり、当然ニーズもあ

るのかなというふうに考えております。 

○委員長（池田忠史君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

スマシの委員会で言った方がいいのかも

しれませんけど、あまりにも乗車が少なか

ったからシートスへ行ったら、無料乗車券

をもらっているって。私はシートスを利用

をしないから、これ使うたらあかんでって

言ってもらいましたけど、今回はそういう

こともやらないんですか。 

もうただただ乗っていただくという運行

ですか。 
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○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

予算をですね、先日の議会の方でお認め

をいただきました。 

その範囲内でですね、可能な限り何かで

きることがあれば、そこについては、検討

する余地はあるのかなと思っておりますが、

あくまでも予算ですので、その範囲内でと

いうことは少しちょっと考えられたらと思

っております。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。おはようございます。 

何点かお伺いしたいんですけど、まず１

点目はですね、予約の受付方法でスマート

フォンアプリっていうね、当然ながらスマ

ホでね、予約できますよという仕組みがあ

りますが、これ確かなんかこないだの委員

会かな、のときに話があったと思いますが、

もし古ければ更新が必要というふうなこと

やったと思いますが、それはもう早めから

もう更新できるもんやったら更新しといた

ら、もう今からでも更新しといたらええと

いうそういうふうな意味合いですか。 

それとももうこれは、ある時期が来て初

めて、そっから更新してねというそういう

ふうな状況なのか、その辺りはどうなんで

しょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

今回の予算を認めいただいたのが先週 12

日になりますので、業者のアプリ業者とま

だ打ち合わせができておりませんので、そ

こら辺の時期についてはまた事業所を通し

て、アプリ開発業者にも確認必要かなと思

っております。 

今のところ前回アプリを利用された方に

ついてはアップデートか何かで、新たにダ

ウンロードしなくてもいいというような報

告を受けておりますので、その案内も一応

含めて、早めに周知できるようにしていき

たいと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

次はですね、決済手段。ここは黒文字に

なってる、黒文字になってるから前回と全

く変わっていないというふうなことですけ

ども、定期券っていうのも前回ありました

けども、この定期券というのも料金的には

前と同じというふうに考えておいたらよろ

しいですか。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海でございます。 

定期券につきましてはですね、今回１ヶ

月ということもありまして、少しまだちょ

っと未定ではございますが、ちょっと関係

機関とですね、そこについてはちょっと協

議をしようかなと思っております。 

○委員長（池田忠史君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

どんな協議になるかわかりませんけども

それは定期券そのものをやらないという意

味なのか、その定期券の金額を上げるとか

下げるとかいうそういうふうな協議ってい

うふうな意味合いなんですかね、そしたら。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 
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総務部、浅海です。 

やるかやらないかとですね、やった場合

には、金額をどうするかとその両方の協議

をちょっとしたいなと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

さらに同じ決済手段のところでお伺いし

ます。 

アプリ内決済というふうな形になってま

して、一番後ろの方に米印があって、順次

アプリ内での電子決済を導入予定とありま

すが、これは例えば今後もこの決済導入し

ていくようなものがあるというふうなこと

と考えておいたらいいんですか。 

○委員長（池田忠史君） 

山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

概要のところに書かせていただいており

ます順次アプリ内での電子決済導入予定っ

ていうのは、前回のアプリ内でそのままク

レジットカード登録していただいて、運賃

を支払うという制度ですので、ここも変更

なく前回と同じような形でやっていこうと

思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

ということは、前回どおりということな

ので今後増えることはないというふうなこ

とでよかったですかね、そしたら。 

○委員長（池田忠史君） 

山内総合政策課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

委員おっしゃるとおりです。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇議員。 

○委員（才脇明美君） 

もう実験すると決まってるんですから前

向きな方向で考えなあかんと思うんですけ

ど、まちづくりに対して何か考えておられ

ますか。 

３月、これを乗ってもらうために、この

バスを乗ってもらうためにいろいろ娯楽、

通院は病院ないですし、買い物ですよね。 

そういうこと何か考えておられますか。 

この前、管野議員もおっしゃってました

けど、３月これ１ヶ月間、何か考えておら

れますか。考えましたかあれから。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

そうですね３月に運行してる間にですね、

イベントがある際にはですね、この予算の

範囲内でできることはしたいなとは思って

おりますが、そこは事業費とちょっと相談

しながらというふうには考えております。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

やっぱりちょっと娯楽がね、もっと娯楽

があった方がいいのかなと思うんです。 

ユーベルホールなり、オアシスの前の広

場とかね、いろいろそのようにね田中課長。 

初めにそういうふうにおっしゃってまし

たね、まちづくりからと。私忘れてません

から。 

交通は衰退するのはね、まちづくりをち

ゃんとしてないから。交通がなくなるから

町が駄目じゃないと思うんですよ。 

田中課長、何か考えてはりますか。 

○委員長（池田忠史君） 

田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 
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はい。総務課の田中です。 

このハニタスですね、もともと実証実験

最初するときに、人口がどんどん減ってい

くと、そういった公共交通の需要というの

が先細りしていく中で、どうまちの活性化

を図っていくか。まちの活性化を図るには

やっぱり人の動きというのは必要だという

ことで、町の中を動き回るその２次交通で

すね、バスなりこのＡＩオンデマンドとい

うのをやっぱり活性化していかないと、ま

ちの活性化を図れないだろうというところ

での実証実験だったかなというふうに思い

ます。このハニタス自体がそのお出かけの

しやすさっていうのを、高めていくという

のが１つの目的なので、やっぱり利用促進

が大事なのかなと思ってます。 

２回目、有償実験なった途端に、１回目

の実験から２割程度の利用者しかなかった

というところでやっぱりそこは利用促進を

もっとしていかないと駄目なのと、やっぱ

なかなか採算っていうところを考えると、

このＡＩオンデマンド事業って難しいとこ

ろがありまして、なので、やっぱりその地

域の方とか、事業者とかにもやっぱり事業

者というのはその地域の事業者の方にも、

やっぱり協力していただかないと、なかな

か残していけないというところもあります

ので、そこは何かイベントというところお

話ありましたけども、地道な利用促進が大

事なのかなというふうには考えております。 

○委員長（池田忠史君） 

これ、地域でいろいろとイベントをされ

てる方にお声かけして何かこうイベントを、

バスも出しますよみたいな出しますってい

うか、言い方はあれですけど。っていう話

と、町が独自というと変ですけど町で何か

イベントするっていう考え方と、いろいろ

あると思うんですけど。 

その辺３月いっぱい何もしない、才脇委

員言ったように、何かしないと何もしない

ままだと、１ヶ月じゃ何人乗るんだってい

う話になってくると思うんですけど。 

まだもう少し実際に運行するまでにある

んで、その辺はもう少し考えて使ってもら

う方法というのをね、考えてもらわないと

駄目かなとは思うんですけれども、どうで

すか。 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

そうですねそういった利用促進とそれか

らハニタスのＰＲといったところでですね、

限られてる予算の範囲の中で、できる工夫

があれば、そういったことについても考え

ていきたいと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

今のその利用促進というふうな部分のね、

話に関連するかなと思いますが、先ほども

理事の方からお話ありましたが、無料で走

らした第１回のときは結構ねそれなりに利

用者があって、２回目は 300円というね値段

設定をしたがために８割ダウンかな、なん

か２割まで減少してしまったというふうな

話がありまして、結局、平均乗車数が一日

26 人というそういうデータが残っておりま

すけども、実際これは今後やっていけるか

どうかっていうふうな見極めも当然これ今

回の３回目の実験の大きな意味やと思いま

すけども、当然、数字 26 人というのではや

っぱり難しいかな今後のことを考えたらと

思ったりも私もするんですけども。 

例えば今回３回目１ヶ月限定やけども、

どれぐらい利用していただいたらいいんだ

ろうかみたいなことで、１つ何かそういう、

多くの方に利用していただくいう意味で、
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これぐらい、例えば人数、目標ですね、こ

れぐらいは一日乗っていただきたいなみた

いなそういうふうな想定とかそんなんは考

えておられたりする数字はあるんですか。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海でございます。 

この人数というのは、非常にちょっと難

しいところかなと思っております。 

ただ、今挙がってるその数字というのは

ですね、確かに５年度、前回あった際の平

均の利用、一日の乗車人数が 26 人というこ

とでございました。 

その一方でですね、よそのですね、これ

は堺市の泉北ニュータウンでも、このＡＩ

のオンデマンドバスを活用されてるといっ

たところでですね、こちらにつきましては

新聞の記事、新聞報道でもあったんですけ

れども、一日の平均の利用人数が 28 人とい

うことで、前年度から倍増したということ

で非常にニュースとしてはニュースの記事

のトーンとしては、喜ばしいトーンで書か

れております。 

ただ我々26人で、そちらの方は 28 人で倍

増したということで、これはその前の年と

の比較で増えたということではございます

が、ここと比較してどうかというのを少し

違うのかなと思いますので、この利用人数

だけではなくて、それをするための事業費、

それから１年だけやっても仕方がないので、

ずっと継続してやっていけるか、それから

それをやっていった際にですね、ほかの交

通モードへの影響がどのようになっていく

のかといったことも総合的な判断が必要な

のかなと思ってございますので、この人数

があったらというのは、ちょっとなかなか

お答えしにくいところかなというふうには

考えております。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

とってもむなしい事業ではなってるんで

すけど。 

やっぱり３年目ということで、もうちょ

っと答弁の方は、継続した流れっていうも

のを意識して答弁してもらわないと。 

認知度に関しては、初年度無料って言わ

れたのを、議会の方はどちらかというと、

100 円でも取った方がいいんじゃないかと、

実際に合わせて。でも、初年度は、認知度

を高めるために無料でするんだということ

でされましたよね。そしたら認知度はそれ

なりに上がってるっていう認識でいかない

とそれがわからないっていうのはちょっと

ひどいなというふうに思いますよ。 

認知度あるけどだって実際に初年度は結

構乗ったわけですから、それなりに広まっ

ているんです。ただ料金取った瞬間に下が

った。 

やはり、あとは泉北を比較してもしょう

がないですよね。 

実際うちで実装するための目標設定って

いうものは、ある程度持っておってもらわ

ないと。26 人は無理でしょうっていうのは

多分多くの人がわかっている。実装するた

めには、せめてこのくらい乗ってください

ねっていうところを、やはり住民の皆さん

にも働きかけていかないと、これくらいだ

ったら残るんですよと。でもそれ以下だっ

たらもうしんどいんですよっていうふうに、

いや脅迫を与えるわけじゃないですけど、

やはり住民の皆さんが使ってもらわないと

交通網って維持できないんですよっていう

ような広報もあると思うんですよね。 

でもそのためには、まずは、事業者の行

政サイドが、何人を目標にするっていうも

のは明確に持っておかないと。今年度１ヶ
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月だけど、前回の倍増する 50人 60人目指し

ますと、それぐらいないと次の繋がってい

かないんでっていうような広報の仕方って

いうのをしていかないといけないと思いま

すよ。 

まだそこがわからない。エイヤーで、と

りあえずやってみて、結果待ちみたいなん

だったら、最低限実装のために繋げるんで

あれば、これくらいの人数が乗らないと実

装にいけないんですよっていうのは、明確

に出してもらいたいですけど。 

全くそこら辺は持ってないんですか。 

それをまずお答えください。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

はい。総務部、浅海です。 

今の議長のですね、ご指摘ご意見でござ

いますが、この数字をですね明確な目標の

数値というところはですね、確かに今現在、

必ずしも持ち合わせている訳ではございま

せん。 

ただこの収支モデルをですね、今回１台

でやったときに実装していけるだけの収支

モデルというものも同時に検証するという

ことでございますので、そこをですね、し

っかりと見極めていきたいなというふうに

思っております。 

それとあわせて、利用者の方々のご意見、

それからニーズなんかもあわせて、検証し

ていきたいなというふうに考えております。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

最後１ヶ月でも、実装に繋げるための検

証ですよね。 

やはりそれは実装する実験するまでにき

ちっと目標設定というものは出してくださ

いよ。これくらいは最低乗ってもらわない

と難しいんですということを。それを住民

さんにも説明して協力を求めて、必死で何

か次に繋げるような事業にならないかなと

思ってるんですけどやっぱりＡＩが邪魔な

んで、ＡＩ使う限り赤字ですよね、おそら

く。 

そこの費用にシステム費用に何百万だっ

たけ、取られてるわけですからそれを使う

限り難しいんで、それを使わない実験とい

うものを僕はやって欲しかったんですけど、

そこら辺がないんでなかなか厳しいかと思

うんですけど、せめて定期代、下げるって

いう方法ないですかね。 

これ、結構議会からも一生懸命乗ってく

ださいっていうＰＲはしてるんですけど、

定期代だと、前は 5,000円だったかな。そう

すると、一日毎日お買い物に行ったら、100

円で往復できるわけですよ。一回当たり 100

円の計算なるんですね。100 円だったらすご

い安いんです。 

実際に足がなくなったときに、100円でス

ーパーまで行けて 100円で帰って来れるって

いったら、すごいいい足かなと思うんです

よ。結局一回当たりで見ると、非常に高い

けど、定期で買うとすごい安いんで、もっ

と定期を増やしていくしかないかなと思っ

てるんですね。 

そしたら今回、前回は 5,000 円っていう

のがすごいハードル上がったんであれば、

せめて定期ぐらいを下げて皆さん１ヶ月頑

張って乗っていろいろ使ってみませんかと、

車がなくなったときを想定して、１回定期

で１ヶ月、車が持たれてる方も車を使わず

に、いずれ車返納しないといけないんで、

車を使わずに、定期を買って乗ってみませ

んかっていうような、働きかけって広報の

仕方として僕あると思うんですね。 

そういった広報の仕方も考えるうえでや

はり何かを変えていかないと。 
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それが定期をちょっと下げて、販売する

っていう方法は１つあるかと思うんですけ

どそういった取り組みはいかがですか。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

そうですねそういった定期代を、これま

でよりも下げてというところではの検討と

いうことは１つあるのかなとは思いますが、

ただやっぱこれが、収支に当然ながら影響

する中で、先日お認めをいただきました予

算の範囲内で、どこまでそういったことが

可能かということはあるのかなとは思って

おりますが、その辺りも含めてですね、ど

ういったことができるのか、という利用促

進の分とですね、並行するような形ではご

ざいますが、どこまでそれが可能なのかと

いうところはちょっと考えてみたいと思い

ます。 

○委員長（池田忠史君） 

これちょっと確認したいことがあるんで

すけど、もともとこれ、事業費がかかって

るうえで、採算が取れる金額ではないとは

思うんですけど、最低限ここまでは出せる

と、こちらの財政負担ができて、そっから

先は厳しいっていうラインは、今持ってる

んですか。 

そこも持ってもちろん乗車人数の関係も

ありますけど、そこのラインっていうのは、

今、大体これ運行するのに 3,000 万とか

4,000 万とか実質かかりますよね、実際にち

ゃんと運行しようと思ったら。利用者の方

がもちろん一部負担してもらって、出して

もらった分で差し引きするわけですけど、

そこのボーダーというかその辺はどの辺だ

と思ってるのかっていうのをちょっと確認

したいなと思うんですけど。 

○委員長（池田忠史君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

なかなか豊能西線というところで我々

3,500 万円のお金突っ込んでます。それで、

何とかバス、地域公共交通を維持してるっ

ていう現状がございます。 

これ令和４年度のときに無料で走らせて

いただきました。 

人数的にはタダで乗ってらっしゃいます

のでそれがマックスの人数なのかなと。そ

れぐらいが一番乗っていただいても最大な

のかなというところは、把握っていうんで

すかねそういう認識は私ども持っておりま

す。 

そのうえで、令和５年度に半年間走りま

したけども、その時にどういう収支バラン

ス取りながらというところで事業者の方、

お考えなのかってちょっとわからないんで

すけども、我々、その時に考えましたのが、

昼間の例えば豊能西線のバスが走らなくな

って、ＡＩオンデマンドバスだけが走る、

そんときに阪急バスがどういうふうな収支

取ってられるのかっていうのはこちらで勝

手にある程度シミュレーションいたしまし

て、それでＡＩオンデマンドバス何人乗っ

てもうたら大体 3,500万円ぐらいの費用で走

らすことできるのかなというふうに、ちょ

っとまだ手元に細かい資料がないんであれ

なんですけども、大体、ただのときが 100何

人乗っていただいてその７割ぐらい乗って

いただくと、何とかその 3,500万円ぐらいの

金額で維持できるんじゃないんかなという

ことで、令和５年度は走らせていただきま

した。 

その結果が結局 20 何人だったというとこ

ろがございますので、これはなかなかちょ

っと難しいなという認識は令和５年度の経

過からは読み取れるのかなというふうに思

います。 
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そのうえで今年度どうしていくのかって

いうところなんですが、やはり目指すとこ

ろは、可能な限りそれはタダで乗っていた

だいた人数に近づけるというところから目

標でございますが、やっぱり今の 26 人、少

なくとも倍あるいは３倍ぐらい乗っていた

だかないとなかなか我々としてこれ運行し

ていくのが、システム代も含めてというと

ころで考えますと、難しいんじゃないかな

というのが今の認識でございます。 

ただこれ地域公共交通、我々が支える事

業でございますので、民間が本当に民間の

その収支だけでやられるととてもじゃない

けど、システム代であるとか、出てこない

もんですから、そこの我々が支える部分と

事業者さんが出していただく費用のバラン

スを見ながら、これ、今後、運行していけ

るのかどうかっていうのは、全体で考えて

いかないといけないのかなというふうには

考えております。 

○委員長（池田忠史君） 

これ一部補助金使ってましたよねもとも

と。その補助金っていうのは、ずっとずっ

と出る。 

もう、そのときだけで出た分ってことで

すかね。 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

今回はこちらの方は補助金は活用されま

せん。 

○委員長（池田忠史君） 

出なくて例えば実装したときに、その補

助金っていうのは、一部でも出てくるのか

っていうところです。 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

こちらのＡＩオンデマンド交通のですね、

実装した場合の補助金の財源のですね見通

しということですが、こちらにつきまして

は、先日、ちょっと運輸支局の方とも、こ

れ以外のですね、補助金のことでですね、

ご相談にちょっと行ってまいった際にです

ね、こちらの今後、ＡＩオンデマンドって

いうところがこの幹線補助ではなくてフィ

ーダ、枝のですね、補助金というところが

制度に乗るかどうかというところも、ちょ

っとご相談をしたことがございました。 

その中では、少しちょっと難しいのでは

ないかといったお答えでございましたので、

今の時点では、そこも含めたところでです

ね、実装が可能なのかどうかということを

考える必要があるかなと思っております。 

○委員長（池田忠史君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

すいません。今の委員長の質問の答え回

答の中で、いわゆる支線というね、そうい

うふうな位置付けであると、国の補助は今

のところはもらえないのかなみたいなそう

いうふうなお話だったと思うんですけども。 

今の状況やったら、今のこの運行の仕方、

ルートいうかね走るエリアやったらそうか

もしれないけども、じゃあその国の補助、

支線であっても国の補助をいただけるよう

にするためにはどういうふうなことが条件

にプラスアルファされると国のいわゆるお

金いただける条件を満たすことになるとか、

そんなところまでは、突っ込んで何か確認

とかされましたか。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

基本的にはですね、いろんな国の補助金

の制度がございますが、１つには永続的に

するものについては別なんですけれども、
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一定やっぱり実験的なところ、それから新

規性が見込まれるようなものについては、

やっぱり国の方も、いろんな事例とかです

ね、そういった実績をためていきたいとい

うこともあってか一定新規性というものが

見込まれるようなものについては、補助対

象というふうに考えられるようなところが

あるかなと思っております。 

○委員長（池田忠史君） 

すいません、ちょっとだんだん金額の話

になってちょっとずれてきてしまってるん

で申し訳ないです。 

僕ちょっと人数に対しての金額だけちょ

っと確認したかっただけなんで、ちょっと

もう一旦この金額の話はちょっと申し訳な

いです。 

はい、高尾副委員長。 

○副委員長（高尾靖子君） 

この３回目の実証、大変厳しい状況にな

るかと私は思うんです。 

１回目が無料で２回目初乗り 300 円。 

今回は初乗り 300 円変わらずいうところ

でね、もう明確に結果が出てるような気が

します。 

だから、本当にこの１ヶ月でねこの年度

末で、この実証するいうこと大変これ結果

が出せるのかどうかいうところに懸念があ

ります。これは今からされるいうことで、

進んでるわけですけれどもね。 

この点、大変同じ結果が出るような気が

しております。やはり、金額っていうのは

今、物価高でリアルにね、皆さん反応され

ているわけですから、無料だったらもうざ

っと利用されるという、今回はハニタスの

この割引券もないっていう話になってます

のでね。 

利用率いうのは、どれだけの周知をされ

て、本当に実績が積まれるのか、そういう

ところも本当に見通しがわからないという

ことなんですけどね。 

それで、これはここで聞いてもいいかし

ら。行政懇談会で、地域公共交通のことで

お話があったということを、上浦町長がお

っしゃったんですけどね、議員は、ちょっ

とそこには参加しておりませんので、どう

いうようなね、最新の皆さんの考えがあら

わに出てたと思うんですね、地域公共交通

の中での、お話し合いの中で。 

そういうところをまだまとめておられな

いかもしれませんけどね、やっぱり新しい

要求として今回はまだこれは周知されてな

いことですけれどもね。これから３回目す

るのかどうかというお話もあったと思うん

ですね。 

その中でどのような皆さん希望、期待を

持っておられたのか。その辺、お話ちょっ

と聞かしていただきたいと思うんですが、

いかがでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

はい。お答えさせていただきます。 

14 自治会回らせていただいて東地区は東

地区のですね公共交通の移動の手段に対す

るご不安、それから西地区は西地区でです

ねご不安を感じておられるというのは、ひ

しひしと私どもにも伝わってまいりました。 

その中で、西地区で言いますと、西地区

に走ってる路線バスがどうなるのかという

こととか、それから、特に能勢電車あそこ

は西地区は能勢電車が中心ですので、前は

直通であったのに、今折返し運転になって

るということで何とか直通に戻らないかと

いうこととか、それから山下駅でのですね

乗り換えが高齢者にとってちょっと負担に

なってるんで、何とか少しでも改善できな

いのかというようなこととか、いろいろい

ただきました。 
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その中で今おっしゃいましたように、Ａ

Ｉオンデマンドバスはどうなってるんだと

いうようなところもお聞きをされました。 

その中で私どもが申し上げてますのは、

議会でもご説明させていただいております

とおり、同じことを説明させていただいて

おります。 

これについては国からの補助金をいただ

いて、３回の実験、平場でございますので

実験という言葉を使わさしていただいて、

実験をしてですね、それを実装、実際に走

らせることができるかどうかというところ

まで進めなきゃならないものでございます

ということで、今年もう１回させていただ

きたいということで、１回目、２回目はで

すね、有料でさしていただいて、一日当た

り 26 人でしたと、そこを３台で回させてい

ただいてましたんで今度は１台でさせてい

ただきますいうようなことで、現状をご理

解いただいたというところで今止まってお

ります。 

その現状を踏まえてですね住民の方々も

やっぱりその財政上の問題も含めてですね、

今、そしたら、今回の３回目をさせていた

だいてですね、住民さんの方から立場から

言うと３回目をして、どうしていくかとい

うのを実際にですね行政の方が、慎重に判

断させていただいて進めるか、それともな

かなか厳しいものがあるというようなこと

になるのかというような判断をするんだろ

うなというようなお気持ちでおっていただ

いているのではないかなという、思ってご

ざいます。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、高尾副委員長 

○副委員長（高尾靖子君） 

ありがとうございます。 

１ヶ月という期間あっという間に過ぎて

しまいますのでね、これが本当に 300円にな

ったら、前回は長かったですけども、１ヶ

月経ってその結果が全く本当に一日 28 人以

下になる可能性もあるんでね、そういう実

証が本当に正確に出るかいうのは、相当厳

しい判断になると思うんですね。 

これ何とかならないのかな今からでも、

割引券とかですね、せめて実証をされるん

ですから、そういうところはできないのか。 

それで、このオンデマンドっていうのは、

デジタル田園都市国家構想の中での１つで

すのでね、財政は一切豊能町のは使いませ

んというね、前町長のお話でした。 

その中でね、これをまたたくさんのいろ

いろ費用発生してますよね、今回も。 

その辺で、大変財政の困難があると思う

んですけども、その点をぜひですねもっと

煮詰めていただきたいと思うんですね、い

ろいろな問題残ってましたよね要望を出し

ておりますけど。 

このバスの所有はどこだとか、車検がど

こにするのとかそういうところも明確にな

ってないところで、いろんなことを進める

うえで障害になっているので、私自身もそ

の判断なかなかできない状態ですよねこう

いう、いろいろなところが明確になってな

いところでですね。 

そういうところで、もう少し、今おっし

ゃったように、これから慎重に進めていき

たい、現状を踏まえてとおっしゃったんで

すが、これはこれからまだ相談できる話な

んでしょうか。地域公共交通会議として、

そして、阪急バスさんか、バスさんともお

話できることなのか、その辺をお聞かせ願

いませんか。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 
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今回のですね、３月にあります実証実験

につきましては、予算も定まっております

ので、どこまでどういったことができるの

かというのは、正直ちょっと我々の方も、

なかなか厳しいなというところはございま

す。 

ただその中でですね、できる限り、何が

可能で、どういったところができるのかと

いったことにつきましては、ちょっと考え

ていきたいなと思ってございます。 

それから阪急バスさん、それから京都タ

クシーさんともですね、今回の実証運行を

一緒にやるメンバーでございますので、で

きる限りですね、意思疎通を図りながら、

実施していきたいなというふうに考えてお

ります。 

○委員長（池田忠史君） 

高尾副委員長。 

○副委員長（高尾靖子君） 

ぜひ、意思疎通をしっかりとしていって

いただきたいと思うんですね。 

これから高齢化している中で、もう町長

もおっしゃったんですけれども、切実にね、

皆さんの声が、出されたと思うので、私も

議会の中で、交通問題は切実な問題だとい

うことを質問してきました。 

その中でやはり進めていくことが求めら

れているんですけどね。これが本当に、前

回の 300円で継続できるのかなというところ

に、本当に厳しい問題があるなと思ってい

ます。それは今私の気持ちなんですけどね。 

そこのところで、きちっとそれこそ腹を

割って、地域交通会議で話し合っていただ

きたいと煮詰めていただきたいと思います。 

お願いいたします。それは要望ですけど。 

○委員長（池田忠史君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

そうしましたらですね、次、この表の中

の車両数のところで質問をしてみたいと思

います。 

１両を使って予備車両１両となってます。 

もともとこの１両で今回運行するっていう

のはこれまでの第２回目の結果等を踏まえ

ての、いわゆる数値になってるのかなと思

います。 

確かに先ほどから言われてますけども一

日利用者が平均 26 人だったというふうな結

果でございました。 

そういった意味で１両でいいのかなとい

うふうな感じでここをね、数値挙げておら

れると思いますが、これもし仮にうれしい

誤算じゃないですけども、結構利用者がた

くさんたくさんいてましたと。そういう場

合例えばその予備車両を臨時車両として同

時に走らすとかいうふうなことは考えてる

のか。それとも利用者がいっぱいいっぱい

でもとにかくもう１両でもう全部やり通す

んやというふうなことなのか。 

その辺りどのようにお考えなんでしょう。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事、 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

そういったうれしい悲鳴といいますか、

そういった利用が非常に増えてということ

になりますとちょっとなかなか１台で運行

できないようなことになりましたら、さら

にその予備車というのはそうなりますと、

それを運転する人件費というところに影響

してきますので、そこは、実際ちょっとな

かなか難しいのかなというふうには思いま

す。 

ただ、そういった場合に乗り切れないと

いったときにですね、その予約の不成立と

いうことが発生するのかなというところで、

そこでどれぐらいのニーズがあったという
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ことは拾っていけるのかなと思ってござい

ますので、そこは実証の結果として、これ

から検証する際に反映されるものかなとい

うふうに考えられます。 

○委員長（池田忠史君） 

これでも予約の不成立があまりに多かっ

たら、せっかく使おうと思ったのに乗れな

かった。じゃあもういいやってならないで

すかね。 

あまりにうれしい悲鳴の場合の話なので、

まあまあね、仮想の話ですけど。逆にそれ

によって、不利益がこうむるとかっていう

可能性もなきにしもあらずっていうことは

あっても、もうそれは予約不成立がそのデ

ータとして出ましたでいいんですかね。 

実験でも実装に向けての実験なんで。 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

今、我々想定しておりますのは車両１両

の運転士１名ということで議会の方で予算

を計上させていただいてお認めいただいた

ということがございます。 

今、上の方にふれるということで、我々

としてありがたいお話なんですけどもそれ

は、今回実証実験させていただいたうえで、

そういうことであれば、本当に実装のとき

にですね、１台でいいのか、２台がいいの

かっていうところは、今回の１両でその予

約が不成立だったという現状を踏まえたう

えで、さらにどういう形で、じゃあ次繋げ

ていくのかっていうところを見極めさせて

いただきたいということがございますので、

今回はあくまでもその１両でやらしていた

だくということが基本であるというふうに

考えております。 

○委員長（池田忠史君） 

よろしいですか。 

もうないようですので、今委員の皆さん、

議長も含めてですけど、いろいろ意見をち

ょっと述べさせていただきました。 

やはりですね、これ公共交通の今後実装

していくことを考えるんであれば、いろん

な意見があった中の分は、もう少し実装す

る、次の実験をするまでの間にですねもう

一度揉んでもらって、できる部分ではちょ

っといろいろ考えてもう少し考えていただ

きたいなというところと、あと、先ほどか

ら言ってるとおり、使ってもらうためには

どうするのかっていうところがやっぱり一

番なので、イベントをするのか、定期代を

安くするのか、運賃安くすると、先ほども

あったバスのあれとタクシーの関係といろ

いろあると思いますんで、その辺、割引券

の単発で１枚だけ出すとかなのか、いろい

ろその辺も含めて、もう少しちょっといろ

いろ考えてから実験に入っていただきたい

なと思いますので、その辺はよろしくお願

いいたします。 

はい。それでは次に、その他ですけれど

も、委員の皆さん何かございますでしょう

か。 

えっとですね、前回ですね、皆さんから

いろいろ意見がありまして、豊能町の路線

バスとか交通全体としてですね、かなり厳

しい状況だということで、町政懇談会でも

町長を含め、皆さんそういう点はもちろん、

ご説明いただいてるとは思いますけれども、

議会としては、一応報告会という形の動画

で、もう少し乗っていただかないとという

ような案内は一応さしてもらいました。 

町としてもですね、もちろん今回の町政

懇談会だけではなくてですね、広報誌とか

ですね情報発信という形で、もう少し住民

さん全体にですね、わかっていただけるよ

うな発信をしていただければと思うんです

けれども、その辺はいかがでしょうかとい

うのを、ちょっと私の方から、１つあるん

ですが、いかがですか。 
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浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

そうですね。この利用促進というのはで

すね、利用促進というか、この地域公共交

通をどう支えていくのかというところに尽

きるのかなあと思っております。 

なかなか先ほど来からもありましたよう

に、バス事業者さんの方の深刻な運転士不

足。それからそれと利用の減によってです

ね非常に収支が厳しい状況になっていると

いったことで、なかなかこう交通事業者さ

んも地域公共交通を支える事業者さんでは

ございますが、同時に民間企業さんでもご

ざいます。 

ですので、そういったところを路線の維

持をですね、なかなか事業者さん、それか

ら行政だけでやるというのは非常に難しい

時代に入ってるなと思っておりますので、

できる限り皆さん、住民の皆さんにもです

ね、ご利用することで地域公共交通を維持

していくというような機運をですね、機運

醸成をするような取り組みをこれからも考

えていきたいなと思ってございます。 

○委員長（池田忠史君） 

そうですね、今もうおっしゃったとおり

だと思いますんで、それをもっと住民さん、

皆さんにわかっていただけるような何かを

できるだけ早い形で出していただければな

と思います。 

それとですね、これもう何回も言ってる

んですけど、今実証実験はあくまで西地区

ですよね。東地区は才脇議員がよく電話繋

がらないというお話もありますけどデマン

ドタクシーだけが今走ってる状態で、以前

からずっと言ってる、どういった利用をし

たいのかっていう公共交通の必要性につい

て、全体でアンケートをとってはっていう

話をしてるんですけど、なかなかとっても

らえないんですけど、その辺はちょっとニ

ーズの把握のためのアンケートっていうの

は、それはやっぱりとらないかんじゃない

ですか。 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

住民の方々に対してのこの利用に関して

のアンケートでございますが、この豊能町

のですね、こちらですね、地域公共交通計

画を今年の３月に策定をいたしました。 

その際にですね、住民の方々にアンケー

トをとって今の利用の状況でありますとか、

どういったところで改善が求められるのか

とかですね、様々な事柄について意識調査

をしております。 

その中でですね、そういったことも含め

て、こちらの地域公共交通計画の形になっ

ているということでございますが、ただ、

常にですね、利用者、住民の方々の意識、

それからＡＩオンデマンドに関しての意識

とかそういったことについても、常にそう

いったことにつきましては耳を傾けながら、

適宜アンケートみたいなものはこれからも

適切な時期に実施していきたいなと思って

おります。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

そのアンケートの対象は、年齢はありま

したね。確か若い世代にアンケートをとら

れたと思うんですよ。 

あのね、交通弱者というのは、もう高校

生か高齢者ですわ。 

そういった方々にアンケートをとらなく

て今バリバリ元気な人にアンケートをとっ

てると思うんですよ。 

車の乗ってる人、車のある人、運転でき

る若者、別段そんなに今交通のことを別に
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関係ないねんていうような人に、多分とっ

てたと思うんですけど。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

この際のアンケートの対象はですね、個

人ではなくてですね、世帯の方に調査票を

お送りするという形で、調査対象は 16 歳以

上の方でございますが、配布自体はですね、

世帯で配布をしておりました。 

その際にですね、内容につきましては、

配布数はですね、3,010 世帯に配布をいたし

まして、アンケートを調査を実施したもの

でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

私が聞いた話では、うちもそうですけど、

うちの娘に来ました、息子に来ました。 

ほかの人にも聞いたら、子どもに来てる

ねんと。高齢者にはアンケート配ってへん

ねんねという、名前で来ましたよ。 

ちゃんと才脇何々で来ましたよ。 

○委員長（池田忠史君） 

田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。令和５年度の話ということで私の

方からお答えさせてだきます。 

計画のときにとらせていただいたアンケ

ートにつきましては、まず東地区につきま

して全世帯に送らせてもらいました。 

これはもう、東地区にお住まいの方全世

帯にお配りせてもらいまして、世帯主の方

と、今おっしゃったように若い世代の方が

いらっしゃったら、お二人両方とも答えて

くださいねという形でのアンケートをさせ

てもらいました。 

西地区に関しましては、世帯数が多いの

で割合でですね、16 歳からと何歳までだっ

たかな、16 歳以上の町民で割合でですね、

送らせてもらったというなところで、交通

弱者の方も含めて、全体としてそこをアン

ケートとして捉えているというところでご

ざいます。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

いや、私のちょっと勘違いかもわかりま

せん。すいません。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

これアンケートとってくれって議会から

お願いした経緯は、答弁の中で、そちらの

ね、答弁の中で、東地区の住民さんが、ど

ういうニーズで交通を使いたいかがわから

ないっていう答弁をされたからなんですよ。 

近くに行きたいのか、町外に行きたいの

か、買い物に行きたいのか何に使いたいか

わからないから、どうしたものかっていう、

入口のところで、東地区の交通問題につい

てまだ議論をされてなかったから。それや

ったらまず最低限住民のニーズは把握しな

いと、次の事業、手打てませんよねってい

うことでお願いした訳ですよ。 

そしたらそのアンケートからその結果は

わかりましたよね。どうですか。 

東地区の住民さんは、どういうふうなと

こに目的地として行きたいのか、それによ

って対策がＡＩオンデマンドバスなんか町

内しか走りませんよね。それをじゃあ東地

区だけの町内を回すバスが必要なのか、そ

れともそれを西地区に持っていくのが必要

なのか、そこによって交通を打つ手立てが

変わってきますよね。 

だから入口のどういうニーズがあるんで

すか、どういうものを欲しているんですか
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と聞いてくださいっていうことでお願いし

たんでそれを教えてください。 

○委員長（池田忠史君） 

田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

特に東地区のお話だと思うんですけども、

アンケートの際ですね東地区の方からのご

意見としまして私も見させていただいて、

やっぱり感じたのはモータリゼーションと

いうやっぱりお車での生活が非常にやっぱ

り浸透していて、公共交通をあんまり使わ

ないという意見が多かったように思います。 

例えば東地区デマンドタクシーについて

も、なかなかその認識されているというか、

認識されている割合も低かったですし、や

はり車中心の生活なんだなというふうに感

じました。 

令和４年度の末に東地区に関しましては

公共交通を考えるワークショップというこ

とで、自治会の方にご協力いただきまして、

ワークショップも開催させていただいたん

ですけども、その時に出た意見としまして

は、当時コロナのワクチン接種というのも

やっておった時期やったんですけども、希

望ケ丘とか東地区の方が西地区の医院に注

射打ちに行くというようなときに、なかな

か足がないんだというようなところがござ

いましたので、やはり東地区の方から西地

区の方に行く東西を東西を動けるような、

そういった交通モードがいるんだなという

ことを実感しましたので、東西のですね、

デマンドタクシーとか、そういったところ

に繋げていったと、いうような状況でござ

いました。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

あのね、自治会とかそういうところに出

て行く人は元気な人なんですよ。車に乗っ

てる、偉い人なんですよ。 

そういう人たちは交通の不便は感じてな

い。本当に弱い人、自治会長にも言えない

人もいっぱいいますよ。 

そういう人たちの声を聞いて欲しいなと

思うんです。それが私たちの仕事なんです。 

それで、いろんなことを一般質問で言わ

してもうてるんです。 

弱者の声なんですよ。自治会長や何やそ

んな会議に来る人は皆偉い人。車の乗れる

元気な人です。 

違いますか。 

○委員長（池田忠史君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

今委員おっしゃってるのはそのとおりだ

なと思います。 

実際にアンケートをした際にですね、特

に東地区の方で、先ほどもちょっと田中課

長の方からありましたが、地域公共交通が

なくなった場合、どういうふうに生活が変

化するかといったところではですね、東地

区においては、変化しないというお答えが

最も多い状況でございました。率にして 45.

７％ということで、そういった結果でござ

いました。 

ただその一方でですね、年齢別で見てい

きますと、30 歳未満の方のご自身での交通

手段、自動車なんかを持たない若い方、そ

れから 75 歳以上でも、その際には移動手段

がなくなるといったことが４割を超えてる

ということがありますので、そういった層

をどのように交通手段を確保していくのか

ということは、課題であるというふうに認

識しております。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 
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○議長（永並 啓君） 

先ほど田中課長言われたようにそれでア

ンケートをとってニーズを把握したという

ことでいいですよね。 

そしたら次に打つ対策っていうものを考

えていかないといけないですよね。 

今、車を持ってる人達何の問題もない、

地域公共交通使わないんですよ。 

だから、先ほどからもっと住民さんに豊

能町の一番の課題は深刻な高齢化ですよね。 

高齢化することによって、車を持てなくな

った。持てなくなったときをイメージして

どうしますかっていうことをもっと働きか

けていかないと。 

 今ある車運転できますよ、さらに地域公

共交通使いますかって誰も使えませんよ。 

課題は、免許返納した場合、どうやって

生活できますか、どこに買い物行きますか、

どこにどうやって病院行きますか、そうい

ったところをもっと訴えていって、その場

合、どういう交通手段を使いますかってい

うような取り組みにしていかないと。 

やはり住民アンケートをとるにしても、

今現状はどうですか、じゃあ将来的にどう

なりますかっていうような、ちょっと不安

感を煽っていかないと、本当に困るの住民

の皆さんですからね。 

そこで正確に情報を取って、それに応じ

た対策をとっていかないと。 

ですから今回でアンケートをとりました。 

それなりにわかったっていうんであれば、

次に東地区、特に東地区ですよね、まずは。 

 デマンドタクシーがあんまり機能してな

いですけどそれをどういうふうに使ってい

くのか、ＡＩを使わないオンデマンドバス

でどういうふうに町外に結びつけるのか、

それとも西地区にくっつけるのか、何か考

えていかないと、本当に住めない町になっ

てしまいますよ。 

ですからそこら辺の施策を期待しており

ます。 

○委員長（池田忠史君） 

ほか、よろしいですか。 

それでは、ＡＩオンデマンドの実証実験

の話とその他、今ちょっと２点ほどお話さ

せてもらった分と以上で。 

ほかに何かございませんでしょうか。 

よろしいですか。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

明日の地域公共交通会議、楽しみにして

おります。 

○委員長（池田忠史君） 

意見ですね。はい。 

では、ほかないようですので、本日の委

員会は閉会したいと思いますが、よろしい

ですか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

異議なしと認めます。 

よって、本委員会は閉会することに決定

いたしました。 

これをもって、第７回交通特別委員会を

閉会いたします。 

どうもお疲れさまでした。 

 

午前10時56分 閉会 
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